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１  施設整備計画策定の目的  

 

南魚沼市（以下「当市」という。）の一般廃棄物処理施設である環境

衛生センター不燃ごみ処理施設（以下、「不燃ごみ処理施設」という。）

に お い て は 、 日常 の 適 正 な 運 転 管理 と 毎 年 の 適 切 な定 期 修 繕 及 び 点 検

整備を実施し、生活環境の保全に努めてきた。  

しかし、当市の不燃ごみ処理施設は、当初の稼働から 23 年が経過し

ており、一般的に稼働年数が 20 年程度で基幹改良や大規模改修を実施

または廃止を迎えている施設が多いこと、また、補修費が年々増大して

い る こ と か ら 、施 設 の 大 規 模 な 改修 若 し く は 更 新 が必 要 な 時 期 を 迎 え

ているところである。  

そこで、これらの状況を踏まえ、既存の処理施設の計画的な 補修、改

修により施設を適切に保全し、延命化を図るための施設整備計画（以下

「本計画」という。）を策定する。  

策定にあたっては、「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き

（ごみ焼却施設編）」を参考とする。  

なお、本計画は、次期施設の建設時期を踏まえ 、施設の設備・機器に

対 し 適 切 な 保 全方 式 及 び 機 器 別 管理 基 準 を 定 め 、 適切 な 補 修 等 の 整 備

を 行 っ て 設 備 ・機 器 の 更 新 周 期 の延 伸 を 図 る 施 設 保全 計 画 に よ り 施 設

の 延 命 化 を 図 り、 併 せ て ト ー タ ルで の 修 繕 費 用 等 の縮 減 を 図 る 計 画 と

する。  

 

 

２  計画の目標  

 

近年、ごみ処理量は横ばい傾向にあり、処理人口も徐々に減少するこ

とが推測される。このため、将来的にも 不燃ごみ処理施設の処理能力と

しては、現状の能力で十分処理が可能であると考えられる。  

よって、ストックマネジメントの観点から現有の不燃ごみ処理施設の

延 命 化 を 図 り 、 稼 働 年 数 を 出 来 るか ぎ り 引 き 延 ば す と 共 に 安 心 安 全 な

施設稼働を続けることを目的に、令和 10 年度までの整備計画を策定し、

施設の延命化を図るものである。  
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３  施設概要  

 

１）施設の概要  

当 市 が 設 置 及 び 管 理 す る 不 燃 ご み 処 理 施 設 に お け る 整 備 計 画 を 策

定するに当たっての基礎資料とするため、不燃ごみ処理施設の概要を

整理する。  

 

⑴  処理施設概要  

不燃ごみ処理 施設 の概要は、表 ３－ １－１ に示す とお りである。 

 

表３－１－１  不燃ごみ処理施設の概要  

 

  

 施設名称   南魚沼市　不燃ごみ処理施設

 所在地   新潟県南魚沼市上十日町４７５番地

 敷地面積   ８,９５５．６５ m2

 施設規模   ３０ｔ/５ｈ

 建設年度 着工  １９９５年（平成７年）６月

 竣工  １９９７年（平成９年）２月

 稼働  １９９７年（平成９年）４月

 設計・施工メーカー   日立造船株式会社

 施設建設費   １,７０７,２３２千円

 処理方式   粗大ごみ併用処理

 処理工程   図３－１－２～３のとおり



 

３ 

 

⑵  配置と処理工程  

不燃ごみ処理施設の配置及び処理工程の概要は、図３－１－１～

図３－１－３に示すとおりである。  

 

 
図３－１－１  不燃ごみ処理施設の配置略図  
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図３－１－２  不燃ごみ処理施設処理工程概要図  
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図３－１－３  不燃ごみ処理フローシート  
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２）運転実績の推移  

不燃ごみ処理施設における過去３年間の運転実績の推移は、以下の

とおりである。  

 

⑴  ごみ処理量  

過去３年間におけるごみ処理量を図３－２－１に示す。また、１

日当たりの処理量を図３－２－２に示す。  

ごみ処理量は、平成 14 年度の約 2,800ｔをピークに、近年では

1,600ｔ前後で推移している。また、１日当たりの処理量は、7ｔ前

後で推移している。  

 

 

図３－２－１  年間ごみ処理量  

 

 

図３－２－２  １日当り平均ごみ処理量  
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４  補修履歴の整理  

 

１）維持補修履歴の整理  

本計画の基礎情報として、不燃ごみ処理施設における設備・機器の

維持補修履歴を整理する。  

平成９年度から令和元年度までの維持補修費は、表４－１－１及び

図４－１－１に示すとおりであり、過去２３年間の平均は年間約４千

万円である。  

また、不燃ごみ処理施設の稼働開始年から令和元年度までの維持補

修履歴は、表４－１－２に示すとおりである。この表は、改修、整備、

更新等について整理したものである。  

 

表４－１－１  維持補修費  

 

  

平成9年度 0 557,000 557,000 557,000
平成10年度 0 824,250 824,250 1,381,250
平成11年度 5,985,000 1,643,250 7,628,250 9,009,500
平成12年度 16,516,500 3,216,850 19,733,350 28,742,850

平成13年度 24,360,000 1,340,250 25,700,250 54,443,100
平成14年度 19,614,000 11,970,000 31,584,000 86,027,100
平成15年度 9,136,645 20,160,000 29,296,645 115,323,745
平成16年度 8,560,820 1,744,280 10,305,100 125,628,845
平成17年度 44,664,690 1,744,280 46,408,970 172,037,815
平成18年度 57,876,000 861,000 58,737,000 230,774,815
平成19年度 29,967,420 6,639,763 36,607,183 267,381,998
平成20年度 44,268,920 1,715,014 45,983,934 313,365,932
平成21年度 63,809,090 1,690,185 65,499,275 378,865,207
平成22年度 47,392,800 1,805,225 49,198,025 428,063,232
平成23年度 48,944,070 608,580 49,552,650 477,615,882
平成24年度 62,936,895 101,850 63,038,745 540,654,627
平成25年度 56,632,800 1,184,400 57,817,200 598,471,827
平成26年度 52,466,788 18,387 52,485,175 650,957,002
平成27年度 59,634,792 0 59,634,792 710,591,794
平成28年度 60,727,320 230,040 60,957,360 771,549,154
平成29年度 47,833,416 721,440 48,554,856 820,104,010
平成30年度 52,945,164 642,060 53,587,224 873,691,234
令和元年度 50,658,927 84,240 50,743,167 924,434,401

計 864,932,057 59,502,344 924,434,401
平　均 37,605,742 2,587,058 40,192,800

※コンサルタント委託費他、設備に直接関連ないものは除く

定期修繕費
（部品費含む）

修繕費
（突発修繕含む）

修繕補修費計 修繕補修費累計



 

８ 

 

 
図４－１－１  維持補修費の累積  
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表４－１－２  設備・機器の維持補修履歴（１ /３）  

 
  

1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
(H9) (H10) (H11) (H12) (H13) (H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (R元）

受入供給設備 計量機 ﾛｰﾄﾞｾﾙ交換 屋外ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ盤交換 ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ盤外装交換 計量機本体更新 通信機器交換

和算基板交換 重量指示計交換 通信基盤交換

屋内ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ盤交換 無停電電源装置交換

重量指示計交換

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟPC交換

データ処理装置 ﾃﾞｰﾀ処理装置更新 ｿﾌﾄ(帳票)変更 ｿﾌﾄ(料金体系)変更 ｿﾌﾄ(帳票)変更 PC・ﾓﾆﾀ交換 ｿﾌﾄ(識別)変更

PC・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ交換 ｿﾌﾄ(帳票)変更

投入ホッパ（粗大用）

受入供給ホッパ（ビン類用）

投入ホッパ保全ホイスト

破砕系受入供給コンベヤ ｴﾌﾟﾛﾝ板交換 給油装置交換 ﾁｪﾝ張り調整 ｴﾌﾟﾛﾝ板交換 ｴﾌﾟﾛﾝ板交換 ｽｶｰﾄ交換 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ交換 ｺﾝﾍﾞﾔﾁｪﾝ交換 給油装置更新

ﾁｪﾝ張り調整 ﾁｪﾝ張り調整 点検口交換 ﾃｰﾙｼｬﾌﾄ交換 ｴﾌﾟﾛﾝ板交換

ﾃｰｸｱｯﾌﾟ交換 ﾚｰﾙ交換

ｲﾝﾊﾞｰﾀ交換 幅材交換

ビン類選別系受入コンベヤ ﾁｪﾝ点検・張り調整 ｼｬﾌﾄ交換

ｺﾝﾍﾞﾔﾎｲﾙ交換

軸受交換

ｲﾝﾊﾞｰﾀ交換

破砕圧縮設備 竪型破砕機 ﾘｼﾞｪｸﾄ改造 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ反転 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換 ﾊﾝﾏｰ交換

電動機点検 爆風口損傷・復旧 消耗部品交換 消耗部品交換 消耗部品交換 消耗部品交換 消耗部品交換 先端ﾘﾝｸﾞ交換 ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞﾗｲﾅ交換 ｺｰﾝﾗｲﾅｰ交換 消耗部品交換 ﾎﾞﾃﾞｨﾗｲﾅ交換 消耗部品交換 消耗部品交換 消耗部品交換 電動機整備 消耗部品交換

消耗部品交換 ﾃﾞｨﾌﾚｸﾀｰ交換 ﾍﾞｰｽｳｪｱﾌﾟﾚｰﾄ交換 消耗部品交換 ケーシング修繕 消耗部品交換 搬出ｼｭｰﾄ部分交換 搬出ｼｭｰﾄ部分交換 消耗部品交換 ﾎﾞﾃﾞｨﾗｲﾅ交換

後部ﾄﾞｱﾗｲﾅ交換 出口シュートライナー交換 ダクト修繕 消耗部品交換 ゴム製フレキシブルジョ イント更新 爆風口ケーシング修繕

可燃ガス検知器 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

破砕機保全ホイスト ワイヤー交換

粗破砕機 上下刃物交換 下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換 上下刃物交換

ﾌﾚｰﾑ押え部底板交換 切断ｼﾘﾝﾀﾞ交換 シリンダOリング交換 油圧ﾕﾆｯﾄ補修 ｼﾘﾝﾀﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ交換 ｶﾐｿﾘ交換 ｼﾘﾝﾀﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ交換 ｼﾘﾝﾀﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ交換 制御盤ｼｰｹﾝｻ交換 ｼﾘﾝﾀﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ交換

シリンダVパッキン交換 ｼﾘﾝﾀﾞﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ交換 ｼﾘﾝﾀﾞﾋﾟｽﾄﾝﾊﾟｯｷﾝ交換 ｳｲﾝｸﾞｼﾘﾝﾀﾞ交換 電磁弁交換 制御盤電磁開閉器交換 制御盤ﾘﾚｰ交換

シリンダOリング交換 ｼﾘﾝﾀﾞOﾘﾝｸﾞ交換 切断盤用ﾗｲﾅﾌﾟﾚｰﾄ交換 油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 制御盤電磁接触器交換

ｼﾘﾝﾀﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ交換 電磁弁交換 油圧ﾎｰｽ交換 制御盤ﾘﾚｰ交換

油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 制御盤ﾘﾚｰ交換 本体底盤補修板交換

油圧ﾎｰｽ交換 ﾁｪﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ交換

制御盤ﾘﾚｰ交換

破袋機

蛍光管破砕機

選別設備 磁選機 ﾍﾞﾙﾄ交換 ﾍﾞﾙﾄ交換 点検 点検 冷却ﾌｧﾝ交換 駆動ﾁｪﾝ交換 点検 冷却ﾌｧﾝ交換 下流ｼｭｰﾄ部分交換 ﾃﾝｼｮﾝﾛｰﾗ軸受ﾕﾆｯﾄ交換 点検 冷却ﾌｧﾝ交換 点検 点検

ｸﾛｽﾍﾞﾙﾄ交換 ｷｬﾘｱﾛｰﾗ軸受ﾕﾆｯﾄ交換 ｸﾛｽﾍﾞﾙﾄ交換

駆動用ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ交換

駆動用ﾁｪｰﾝ交換

選別用送風機 Vﾍﾞﾙﾄ交換 Vﾍﾞﾙﾄ交換 Vベルト交換 点検 点検 Vﾍﾞﾙﾄ交換 ﾌｧﾝ側ﾌﾟｰﾘ交換 点検

ベアリング交換 ﾓｰﾀ側ﾌﾟｰﾘ交換

Vﾍﾞﾙﾄ交換

電動機交換

粒度選別機（トロンメル） 駆動ﾛｰﾗ交換 駆動ﾛｰﾗ交換 ｼｰﾙｺﾞﾑ交換 ﾛｰﾗ切面点検調整 点検・潤滑油交換 入口シュートパッキン交換 駆動ﾛｰﾗ交換 受ﾛｰﾗ交換 ｽｸﾘｰﾝ交換 点検

受ﾛｰﾗ交換 受ﾛｰﾗ交換 受ﾛｰﾗ交換 拡散羽根交換

ｼｭｰﾄ補修 ｽﾗｽﾄﾛｰﾗ交換 ｽﾗｽﾄﾛｰﾗ交換

ｼｰﾙｺﾞﾑ交換

回転軸調整

アルミ選別機 点検調整 電動機ﾛｰﾀ補修 FRPﾄﾞﾗﾑ交換 点検 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 点検 FRPﾄﾞﾗﾑ交換 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 FRPﾄﾞﾗﾑ交換

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ交換 スカートゴム交換 変速機更新 ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞﾙﾄ交換 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換

V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 Vベルト交換 V型ｽｸﾚｰﾊﾟ交換 プーリー交換 電動機交換

ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換

分岐ﾛｰﾗ交換

ﾋﾟﾛｰﾕﾆｯﾄ交換

磁極回転子駆動用ﾌﾟｰﾘ交換

ｷｬﾘｱﾛｰﾗ交換

ビン類分別供給機 供給機ﾗﾊﾞｰ張替 点検整備 点検

自動色選別システム 選別機ﾍﾞﾙﾄ交換 搬送ﾍﾞﾙﾄ交換 CPUﾎﾞｰﾄﾞ交換 ＣＣＤｶﾒﾗ修理 光源BOXｸｰﾗ交換 点検整備 点検 PLCﾕﾆｯﾄ交換 廃止（撤去）

ｺﾝﾍﾞﾔ位置調整 消耗品交換 点検整備 手選別ｺﾝﾍﾞｱへ移行

除袋装置 ｲﾝﾊﾞｰﾀ交換

機器保守用保全ホイスト ワイヤー交換

搬送設備 No.1破砕物搬送コンベヤ ﾍﾞﾙﾄ交換 ﾁｪﾝ引張調整 点検窓設置 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 スプロケット交換 ﾀﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸ交換 落下防止板交換 ベルト交換

点検位置調整 ベルトクリーナー交換 ﾍﾞﾝﾄﾞﾌﾟｰﾘ交換

軸受交換

ベルト交換

設　備　名 機器・部品名
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表４－１－２  設備・機器の維持補修履歴（２ /３）  

 

  

1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
(H9) (H10) (H11) (H12) (H13) (H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (R元）

搬送設備 No.2破砕物搬送コンベヤ ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 ベルトクリーナー交換 ベルト修繕 ベアリング交換

可燃物搬送コンベヤ ﾌﾟｰﾘ交換 点検位置調整 ｽｶｰﾄｺﾞﾑ交換 点検 ベルト修繕 ベルト修繕

減速機交換

ﾍｯﾄﾞｼｭｰﾄ交換

振動コンベヤ ｺﾞﾑﾗｲﾅ交換 入口エキスパンショ ン交換 ﾘｸﾞﾉﾌｪﾛｰ交換 落口ﾗｲﾅｰ交換 ﾄﾗﾌ用ｺﾞﾑﾗｲﾅ交換 ﾘｸﾞﾉﾌｪﾛｰ交換

ﾌﾚｷ交換 点検 入･出口ﾌﾚｷ交換

ビン類供給コンベヤ 点検

ベルト修繕

No.1残渣物搬送コンベヤ テールプーリー軸受交換

点検

No.2残渣物搬送コンベヤ テールプーリー軸受交換

点検

除袋物搬送コンベヤ テールプーリー軸受交換 ベルト交換

点検

カレットコンベヤ 点検 ベルト交換 ｻｲﾄﾞｽｶｰﾄ交換 ベルト修繕

ビン選別コンベア ベルト交換 撤去

No.1手選別コンベヤ 設置（新規）

No.2手選別コンベヤ 設置（新規）

再生設備 発泡スチロール減容機 廃止（撤去） 設置（新規） スクリューコンベヤ修繕 ステンレススクリューASSY交換 ヒーター交換

軸受ベアリング（UCFCX20）交換 温調器交換

スクリュー・軸受交換調整

固定刃ASSY交換

ペットボトル・プラスチック容器減容機 ｺﾝﾍﾞﾔ交換 超音波ｾﾝｻ交換 点検整備 点検整備 本体・制御盤更新 安全対策改造 点検整備 ｽﾄﾘｯﾌﾟﾊﾞﾈ交換 ｴﾌﾟﾛﾝ板交換 ｽﾄｯﾊﾟﾊﾞﾈ交換 ｽﾄｯﾊﾟﾊﾞﾈ交換 ｽﾄｯﾊﾟﾊﾞﾈ交換 ｽﾄｯﾊﾟﾊﾞﾈ交換

ﾊﾟｯｷﾝ類交換 ｽﾄﾘｯﾊﾟﾊﾞﾈ交換 プレス機修繕 ﾘﾀｰﾝﾌｨﾙﾀ交換 ｶﾞｲﾄﾞﾎﾟｽﾄ交換 穴あけ針交換 穴あけ針交換 ｼｰｹﾝｻﾊﾞｯﾃﾘ交換 ｶﾞｲﾄﾞﾎﾟｽﾄ交換

油圧ﾎｰｽ交換 投入コンベア修繕 ﾘﾚｰ交換 ｽﾄｯﾊﾟﾊﾞﾈ交換 ｶｯﾀｰ上下刃交換 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ交換 油圧ﾎﾟﾝﾌﾟｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ交換 穴あけ針交換

ﾘﾚｰ交換 ｶｯﾀｰ上下刃交換 ｽﾄﾘｯﾊﾟ交換 ﾋｰﾀｾｯﾄ交換 減容板交換 ｶｯﾀｰ上下刃交換 ｶｯﾀｰ上下刃交換

結束機用部品交換 ﾋｰﾀｾｯﾄ交換 ｶｯﾀｰ上下刃交換 ｶｯﾀｰ上下刃交換 ﾋｰﾀｾｯﾄ交換

ﾋｰﾀｾｯﾄ交換 ﾋｰﾀｾｯﾄ交換 送り戻しﾛｰﾗ交換

ｺﾝﾍﾞｱﾋﾝｼﾞ交換 電磁ﾌﾞﾚｰｷ交換

駆動側ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ軸・軸受交換

従動側ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ軸・軸受交換

搬出設備 鉄類ホッパ

アルミホッパ

可燃物ホッパ ケーシング修繕 ケーシング修繕

埋立物ホッパ ケーシング修繕

集塵設備 サイクロン ﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾝﾊﾟ交換 点検・調整 点検 点検 点検 ケーシング交換 ﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾝﾊﾟ交換 点検

ダブルダンパケーシング修繕

バグフィルタ ろ布交換 点検・清掃 点検・清掃 点検・清掃 ろ布交換 点検・清掃 点検・清掃 点検 点検 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑｷｯﾄ交換 ろ布交換 ろ布交換

ｼｭｰﾄ補修 ｵｰﾄﾄﾞﾚﾝ交換 ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞｱ更新 ｹｰｼﾞﾘﾃｰﾅ交換

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑｷｯﾄ交換 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾊﾞﾙﾌﾞ交換

ｵｰﾄﾄﾞﾚﾝ交換 ﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾝﾊﾟ交換

ｿﾚﾉｲﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ交換

盤内ﾌﾟﾘﾝﾄ基板交換

ｿﾚﾉｲﾄﾞﾎﾞｯｸｽ内ﾌﾟﾘﾝﾄ基板交換

No.1排風機 ﾍﾞﾙﾄ引張調整 Vﾍﾞﾙﾄ交換 点検 Vﾍﾞﾙﾄ交換 ﾌｧﾝ側ﾌﾟｰﾘ交換 点検 Vﾍﾞﾙﾄ交換

ﾌｧﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ交換 ﾓｰﾀ側ﾌﾟｰﾘ交換 ﾌｧﾝ側ﾌﾟｰﾘ交換

Vﾍﾞﾙﾄ交換

電動機交換

No.2排風機 Vﾍﾞﾙﾄ交換 点検 Vﾍﾞﾙﾄ交換 ﾌｧﾝ側ﾌﾟｰﾘ交換 点検 ﾓｰﾀ側ﾌﾟｰﾘ交換

ﾌｧﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ交換 ﾓｰﾀ側ﾌﾟｰﾘ交換 羽根車交換

Vﾍﾞﾙﾄ交換

電動機交換

脱臭装置 活性炭交換 点検

脱臭装置保守用ホイスト

給排水設備 プラント用給水ポンプ 更新

現場操作箱更新

排水移送ポンプ 更新

排水ポンプ 更新

用水路用ポンプ制御盤 制御盤設置

清掃設備 雑用空気圧縮機 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 更新 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

工場棟内清掃用高圧洗浄装置 更新

真空掃除装置

設　備　名 機器・部品名
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表４－１－２  設備・機器の維持補修履歴（３ /３）  

 

 

 

1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
(H9) (H10) (H11) (H12) (H13) (H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (R元）

電気設備 高圧引込盤 電気室嵩上げ

高圧受電盤 不足電圧継電器交換 停電対策改造 高圧ｹｰﾌﾞﾙ交換

地絡方向継電器交換

電圧用試験端子交換

電流用試験端子交換

高圧配電盤（プラント動力） 高圧ｹｰﾌﾞﾙ交換

高圧配電盤（建築動力） 真空遮断器交換 高圧ｹｰﾌﾞﾙ交換

過電流継電器交換

三相電力量計交換

計器用変流器交換

地絡方向継電器交換

零相変流器交換

電流用試験端子交換

高圧配電盤（進相コンデンサ） 高圧真空電磁接触器交換

ﾋｭｰｽﾞﾘﾝｸ交換

三相ﾘｱｸﾄﾙ交換

三相ｺﾝﾃﾞﾝｻ交換

高圧配電盤（照明設備） 真空遮断器交換 高圧ｹｰﾌﾞﾙ交換

過電流継電器交換

単相電力量計交換

計器用変流器交換

地絡方向継電器交換

零相変流器交換

電流用試験端子交換

破砕機用高圧電動機盤 高圧真空電磁接触器交換 高圧ｹｰﾌﾞﾙ交換

計器用変流器交換

進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ交換

ﾘｱｸﾄﾙ交換

補助継電器交換

電圧用試験端子交換

電流用試験端子交換

No.1進相コンデンサ盤

No.2進相コンデンサ盤

No.3進相コンデンサ盤

プラント動力用変圧器兼低圧配電盤 変圧器交換

建築動力用変圧器兼低圧配電盤 変圧器交換

照明用変圧器兼低圧配電盤 変圧器交換

低圧動力制御盤

ホッパ現場制御盤 変圧器交換

粗破砕機制御盤 電磁開閉器交換

変圧器交換

ﾋｰﾀ断線警報器交換

露出ｺﾝｾﾝﾄ交換

直流電源装置 直流電源装置交換

計装設備 中央監視操作盤 ｼｰｹﾝｻ交換

液晶ﾓﾆﾀ交換

計装機器

工業用テレビ装置

設　備　名 機器・部品名
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５  施設保全計画  

 

一般的に、廃棄物処理施設は、多種多様な設備・機器から構成されて

おり、設備・機器の点検箇所が多く、維持管理データの収集管理にも高

度な技術を必要とする。  

そこで、安全で効果的に施設の保全管理を行うために、構成する設備・

機器の重要性を検証して、施設の安全、環境、保全上において 重要な設

備・機器を主要設備・機器として選定した上で、その設備・機器を中心

に保全計画を立案するものとする。  

 

１）主要設備・機器の重要度評価  

主要設備・機器の選定を行うに当たり、先ず 不燃ごみ処理施設を構

成する設備・機器のリスト化を行い、それらの設備・機器について重

要性を評価し、不燃ごみ処理施設における主要設備・機器を選定する。 

主要設備・機器の選定基準については、表 ５－１－１に示す機器重

要度のうちＡ、またはＢに該当するものを重要度が高いと評価し、主

要設備・機器として選定する。  

不 燃 ご み 処 理 施 設 の 稼 働 状 況 や プ ラ ン ト メ ー カ ー へ の ヒ ア リ ン グ

調査結果に基づき、各機器の重要度を評価した結果は、表５－１－２

に示すとおりである。  

 

表５－１－１  施設の安定運転を重視する場合の機器重要度  

 
  

高

低

重
要
度

 故障した場合に施設の運転停止に結びつく設備・機器

 故障した場合でも、予備機で対応することができるなど、ある程度の冗長性を有するもの。
 施設の運転に重要で、修繕に日数を要し、かつ、高価な設備・機器

 Ａ及びＢに分類されるもの以外の設備・機器Ｃ

Ａ

Ｂ
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表５－１－２  設備・機器の機器重要度評価（１ /２）  

 

 

Ａ Ｂ Ｃ

計量機 ◆ ○

データ処理装置 ◆ ○

投入ホッパ（粗大用） ◆ ○

受入供給ホッパ（ビン類系） ◆ ○

投入ホッパ保全ホイスト ◆ ×

破砕系受入供給コンベア ◆ ○

ビン類選別系受入供給コンベア ◆ ○

竪型破砕機 ◆ ○

破砕機保全ホイスト ◆ ×

粗破砕機 ◆ ○

破袋機 ◆ ○

磁選機 ◆ ○

選別用送風機 ◆ ○

粒度選別機（トロンメル） ◆ ○

アルミ選別機 ◆ ○

除袋装置 ◆ ○

機器保守用保全ホイスト ◆ ×

№１破砕物搬送コンベア ◆ ○

№２破砕物搬送コンベア ◆ ○

可燃物搬送コンベア ◆ ○

振動コンベア ◆ ○

ビン類供給コンベア ◆ ○

№１残渣物搬送コンベア ◆ ○

№２残渣物搬送コンベア ◆ ○

除袋物搬送コンベア ◆ ○

カレットコンベア ◆ ○

No.1手選別コンベヤ ◆ ○

No.2手選別コンベヤ ◆ ○

発泡スチロール減容機 ◆ ○

ペットボトル・プラスチック容器減容機 ◆ ○

鉄類ホッパ ◆ ○

アルミホッパ ◆ ○

可燃物ホッパ ◆ ○

埋立物ホッパ ◆ ○

カレット置場 ◆ ×

サイクロン ◆ ○

バグフィルタ ◆ ○

№１排風機 ◆ ○

№２排風機 ◆ ○

脱臭装置 ◆ ○

脱臭装置保守用ホイスト ◆ ×

プラント用給水ポンプ ◆ ○

排水移送ポンプ ◆ ○

排水ポンプ ◆ ○

用水路用ポンプ制御盤 ◆ ○

備　考
主要機器への
採用の可否

設備名 機　器　名
重要度

集
塵
設
備

受
入
供
給
設
備

再
生
設
備

破
砕
圧
縮
設
備

選
別
設
備

搬
出
設
備

搬
送
設
備

給
排
水
設
備
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表５－１－２  設備・機器の機器重要度評価（２ /２）  

 

注 1： 重 要 度 が Ａ 、 ま た は Ｂ の 機 器 を 主 要 機 器 に 採 用 す る 。  

注 2： 重 要 度 が Ａ 、ま た は Ｂ 以 外 の 機 器 を 主 要 機 器 と す る 場 合 に は 、採 用 理 由 を 備 考 欄 に

記 載 す る 。ま た 、逆 に Ａ 、ま た は Ｂ で あ っ て も 主 要 機 器 と し な い 場 合 も 同 様 に 理 由 を

記 載 す る 。  

  

Ａ Ｂ Ｃ

高圧引込盤 ◆ ○

高圧受電盤 ◆ ○

高圧配電盤（プラント動力） ◆ ○

高圧配電盤（建築動力） ◆ ○

高圧配電盤（進相コンデンサ） ◆ ○

高圧配電盤（照明設備） ◆ ○

破砕機用高圧電動機盤 ◆ ○

No.1進相コンデンサ盤 ◆ ○

No.2進相コンデンサ盤 ◆ ○

No.3進相コンデンサ盤 ◆ ○

プラント動力用変圧器兼低圧配電盤 ◆ ○

建築動力用変圧器兼低圧配電盤 ◆ ○

照明用変圧器兼低圧配電盤 ◆ ○

低圧動力制御盤 ◆ ○

ホッパ現場制御盤 ◆ ○

粗破砕機制御盤 ◆ ○

直流電源装置 ◆ ○

中央監視操作盤 ◆ ○

計装機器 ◆ ○

可燃ガス検知装置 ◆ ○

工業用テレビ装置 ◆ ○

清掃設備 雑用空気圧縮機 ◆ ○

備　考

計
装
設
備

設備名 機　器　名
重要度 主要機器への

採用の可否

電
気
設
備
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２）保全方式  

主要設備・機器に適した保全方式を選定し、機器別管理基準に反映

する。なお、保全方式は、各設備・機器の保全対象箇所ごとに選定す

る。  

保全方式の分類は、表５－２－１に示すように、事後保全（ BM）、

時間基準保全（ TBM）、状態基準保全（ CBM）となる。  

保全方式の選定については、各設備・機器の重要性を踏まえて、最

適な保全方式の組合せを決定するため、重要度の高いものほど、保全

方式としては、事後保全よりも予防保全を選定する。  

また、不燃ごみ処理施設における各設備・機器は、破砕状況や、機

械的な運動により磨耗しやすい状況で稼動しているため、保全方式の

選定には稼働状況も考慮する必要がある。  

 

表５－２－１  保全方式の分類  

 

事 後 保 全 (BM )： Bre ak d o w n  M a i n t e n a n c e  

予 防 保 全 (PM )： Pre ve n t i o n  M a i n t e n a n c e   

時 間 基 準 保 全 (TB M)： Time - B a s e d  M a i n t e n a n c e   

状 態 基 準 保 全 (CB M)： Cond i t i o n - B a s e d  M a i n t e n a n c e  

  

保全方式選定の留意点 設備・機器

・故障してもシステムを停止せず容易に
保全可能なもの（予備系列に切り替えて
保全できるものを含む）。

・保全部材の調達が容易なもの。

・具体的な劣化の兆候を把握しにくい、
あるいはパッケージ化されて損耗部のみ
のメンテナンスが行いにくいもの。

・構成部品に特殊部品があり、その調達
期限があるもの。

状態基準保全
（CBM）

・摩耗、破損、性能劣化が、日常稼働中
あるいは定期点検において、定量的に測
定あるいは比較的容易に判断できるも
の。

破砕機、予備系列のないコン
ベア、ポンプ類等

保全方式

照明装置、予備系列のあるコ
ンベヤ、ポンプ類

コンプレッサ、ブロワ等回転
機器類、電気計装部品、電気
基板等

予防保全
（PM）

時間基準保全
（TBM）

事後保全
（BM）
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３）健全度評価  

不 燃 ご み 処 理 施 設 に お け る 今 後 の 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル を 検 討 す る に

当たり、現状の設備・機器の状態を把握する必要がある。そこで、設

備・機器の劣化状況について診断項目や評価方法、診断方法等を定め、

その管理基準に基づいて、主要設備・機器の劣化状況を整理する。  

劣化の状況は、数値化した指標である健全度を用いる。数値が低い

ほど状態が良く、高ければ状態が悪化し、劣化が進んでいることを示

す。  

主要設備・機器の機器別管理基準を、表５－３－１に、主要設備・

機器の健全度の判断基準を、表５－３－２に示す。  

 

表５－３－１  機器別管理基準（１ /２）  

 

  

診断頻度

2年

1ヶ月～1年

1ヶ月～1年

1ヶ月～1年

投入ホッパ（粗大用） 1ヶ月～1年

受入供給ホッパ（ビン類系） 1ヶ月～1年

破砕系受入供給コンベア 1ヶ月～1年

ビン類選別系受入供給コンベア 1ヶ月～1年

竪型破砕機 1ヶ月～1年

粗破砕機 1ヶ月～1年

破袋機 1ヶ月～1年

磁選機 1ヶ月～1年

選別用送風機 1ヶ月～1年

粒度選別機（トロンメル） 1ヶ月～1年

アルミ選別機 1ヶ月～1年

除袋装置 1ヶ月～1年

№１破砕物搬送コンベア 1ヶ月～1年

№２破砕物搬送コンベア 1ヶ月～1年

可燃物搬送コンベア 1ヶ月～1年

振動コンベア 1ヶ月～1年

ビン類供給コンベア 1ヶ月～1年

№１残渣物搬送コンベア 1ヶ月～1年

№２残渣物搬送コンベア 1ヶ月～1年

除袋物搬送コンベア 1ヶ月～1年

カレットコンベア 1ヶ月～1年

No.1手選別コンベヤ 1ヶ月～1年

No.2手選別コンベヤ 1ヶ月～1年

発泡スチロール減容機 1ヶ月～1年

ペットボトル・プラスチック容器減容機 1ヶ月～1年

鉄類ホッパ 1ヶ月～1年

アルミホッパ 1ヶ月～1年

可燃物ホッパ 1ヶ月～1年

埋立物ホッパ 1ヶ月～1年

動作･腐食･変形･劣化

診断項目

荷重試験

変形･劣化

動作

老朽化

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

動作･異音･振動･腐食

動作･異音･振動･腐食

目視、動作確認

動作･腐食･変形･劣化

動作･異音･振動･腐食

動作･異音･振動･腐食

動作･異音･振動･腐食

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

目視、動作確認

変形･摩耗

変形･摩耗

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

動作･腐食･変形･劣化

再
生
設
備

搬
出
設
備

管　理　基　準

計量機

評価方法

公差が計量法基準以内であること

腐食、穴あき等の著しい劣化がないこと

不良のないこと

設備名 機　器　名

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

変形･摩耗

目視、動作確認

目視、動作確認

著しい変形･摩耗がないこと

診断方法

使用公差

目視、動作確認

目視、動作確認

目視

目視

目視、動作確認

動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと

著しい変形･摩耗がないこと 目視

保守部品の供給が可能な期間であること 保守期間

受
入
供
給
設
備

著しい変形･摩耗がないこと

著しい変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

破
砕
圧
縮
設
備

選
別
設
備

搬
送
設
備

変形･摩耗

動作･腐食･変形･劣化

動作･異音･振動･腐食

動作･異音･振動･腐食

データ処理装置

動作･異音･振動･腐食

動作･異音･振動･腐食

動作･異音･振動･腐食

変形･摩耗

変形･摩耗

動作･腐食･変形･劣化

著しい変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

著しい変形･摩耗がないこと 目視

目視

目視
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表５－３－１  機器別管理基準（２ /２）  

 
 

表５－３－２  健全度の判断基準  

 

診断頻度

サイクロン 1ヶ月～1年

バグフィルタ 1ヶ月～1年

№１排風機 1ヶ月～1年

№２排風機 1ヶ月～1年

脱臭装置 1ヶ月～1年

プラント用給水ポンプ 1ヶ月～1年

排水移送ポンプ 1ヶ月～1年

排水ポンプ 1ヶ月～1年

用水路用ポンプ制御盤 1ヶ月～1年

高圧引込盤 1ヶ月～1年

高圧受電盤 1ヶ月～1年

高圧配電盤（プラント動力） 1ヶ月～1年

高圧配電盤（建築動力） 1ヶ月～1年

高圧配電盤（進相コンデンサ） 1ヶ月～1年

高圧配電盤（照明設備） 1ヶ月～1年

破砕機用高圧電動機盤 1ヶ月～1年

No.1進相コンデンサ盤 1ヶ月～1年

No.2進相コンデンサ盤 1ヶ月～1年

No.3進相コンデンサ盤 1ヶ月～1年

プラント動力用変圧器兼低圧配電盤 1ヶ月～1年

建築動力用変圧器兼低圧配電盤 1ヶ月～1年

照明用変圧器兼低圧配電盤 1ヶ月～1年

低圧動力制御盤 1ヶ月～1年

ホッパ現場制御盤 1ヶ月～1年

粗破砕機制御盤 1ヶ月～1年

直流電源装置 1ヶ月～1年

中央監視操作盤 1ヶ月～1年

計装機器 1ヶ月～1年

可燃ガス検知装置 1ヶ月～1年

工業用テレビ装置 1ヶ月～1年

清掃設備 雑用空気圧縮機 1ヶ月～1年

集
塵
設
備

動作･腐食･変形･劣化 動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと 目視、動作確認

動作･腐食･変形･劣化 動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと 目視、動作確認

動作･異音･振動･腐食 動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと 目視、動作確認

動作･異音･振動･腐食 動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと 目視、動作確認

動作･腐食･変形･劣化 動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと 目視、動作確認

動作･異音･振動･腐食 動作不良や著しい異音･振動･腐食がないこと 目視、動作確認

動作･劣化･老朽化 動作不良や劣化がないこと 目視、動作確認

動作･劣化･老朽化
動作不良や劣化がないこと
保守部品の供給が可能な期間であること

目視、動作確認、保守期間

動作･劣化･老朽化・値
動作不良や劣化がないこと
保守部品の供給が可能な期間であること

目視、動作確認、保守期間

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･劣化･老朽化・値
動作不良や劣化がないこと
保守部品の供給が可能な期間であること

目視、動作確認、保守期間

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

管理基準

診断項目 評価方法 診断方法

計
装
設
備

動作･腐食･変形･劣化 動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

設備名 機　器　名

動作･腐食･変形･劣化 動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと

給
排
水
設
備

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

電
気
設
備

目視、動作確認

目視、動作確認

動作･腐食･変形･劣化 動作不良や著しい腐食･変形･摩耗がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと 目視、動作確認

動作･変形･劣化 動作不良や著しい変形･劣化がないこと

健全度 状　　　　態 措　　　　置

１ 支障なし。 しばらくは対処不要。

２
軽微な劣化はあるが、機能に支障
なし。

部品の供給中止期限・修理対応期限までに余
裕があり、経過観察結果等から部分更新・全
更新の実施時期を検討する。

３
劣化が進んでいるが、機能回復が
可能である。

劣化による機能の低下、もしくは部品の供給
中止期限・修理対応期限が近いため、数年以
内の適切な時期に部分更新・全更新を実施す
る。

４
劣化が進み、機能回復が困難であ
る。

劣化による著しい機能の低下、もしくは部品
の供給中止期限・修理対応期限が切れている
ため、可能な限り早期に部分更新・全更新を
実施する。
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４）機器別保全方式と機器別健全度評価  

主要設備・機器について、表５－２－１に示す分類により保全方式

を定めるとともに、表５－３－１及び５－３－２に示す判断基準によ

り主要設備・機器の現状を把握する 健全度評価を行い、不燃ごみ処理

施設における今後の整備スケジュールを検討する。  

不燃ごみ処理施設における維持補修履歴、各設備・機器の外観・作

動状態の検査（目視確認）及び プラントメーカーへのヒアリング調査

結果等に基づき評価した主要設備・機器の保全方式と健全度は、表５

－４－１に示すとおりである。  

主要設備・機器において、劣化が進んでいると判断された健全度「 ３」

及び「４」に該当する機器は、 約１割程度 である。設備別に見ると、

選別設備、搬送設備、集塵設備で健全度の低い機器が多く、劣化が進

んでいる。  

 

表５－４－１  主要設備・機器の機器別保全方式 ･健全度評価（１ /２）  

 

B
M

T

B

M

C

B

M

計量機 B ◎ 2

データ処理装置 B ◎ ２

投入ホッパ（粗大用） A ◎ ２

受入供給ホッパ（ビン類系） A ◎ ２

破砕系受入供給コンベヤ A ◎ ２

ビン類選別系受入コンベヤ A ◎ ２

竪型破砕機 A ◎ ２

粗破砕機 A ◎ ２

破袋機 B ◎ ３

磁選機 A ◎ ２

選別用送風機 B ◎ ２

粒度選別機（トロンメル） A ◎ ２

アルミ選別機 A ◎ ２

除袋装置 B ◎ ３

No.1破砕物搬送コンベヤ A ◎ ３

No.2破砕物搬送コンベヤ A ◎ ２

可燃物搬送コンベヤ A ◎ ２

振動コンベヤ A ◎ ３

ビン類供給コンベヤ A ◎ ２

No.1残渣物搬送コンベヤ A ◎ ２

No.2残渣物搬送コンベヤ A ◎ ２

除袋物搬送コンベヤ A ◎ ２

カレットコンベヤ A ◎ ２

設備名 機　器　名 重要度
（A・B・C)

保全方式
健全度

（１・２・３・４）
備考

受
入
供
給
設
備

破

砕

圧

縮

設

備

選
別
設
備

搬
送
設
備
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表５－４－１  主要設備・機器の機器別保全方式 ･健全度評価（２ /２）  

 

B
M

T
B
M

C
B
M

No.1手選別コンベヤ A ◎ ２

No.2手選別コンベヤ A ◎ ２

発泡スチロール減容機 B ◎ ２

ペットボトル・プラスチック容器減容機 B ◎ ２

鉄類ホッパ A ◎ ２

アルミホッパ A ◎ ２

可燃物ホッパ A ◎ ２

埋立物ホッパ A ◎ ２

サイクロン A ◎ ３

バグフィルタ A ◎ ３

No.1排風機 A ◎ ２

No.2排風機 B ◎ ２

脱臭装置 B ◎ ２

プラント用給水ポンプ B ◎ ２

排水移送ポンプ B ◎ ２

排水ポンプ B ◎ ２

用水路用ポンプ制御盤 B ◎ 2

高圧引込盤 A ◎ ２

高圧受電盤 A ◎ ２

高圧配電盤（プラント動力） A ◎ ２

高圧配電盤（建築動力） A ◎ ２

高圧配電盤（進相コンデンサ） A ◎ ２

高圧配電盤（照明設備） A ◎ ２

破砕機用高圧電動機盤 A ◎ 2

No.1進相コンデンサ盤 A ◎ ２

No.2進相コンデンサ盤 A ◎ ２

No.3進相コンデンサ盤 A ◎ ２

プラント動力用変圧器兼低圧配電盤 A ◎ ２

建築動力用変圧器兼低圧配電盤 A ◎ ２

照明用変圧器兼低圧配電盤 A ◎ ２

低圧動力制御盤 A ◎ ２

ホッパ現場制御盤 B ◎ ２

粗破砕機制御盤 A ◎ ２

直流電源装置 A ◎ ２

中央監視操作盤 A ◎ ２

計装機器 B ◎ ２

可燃ガス検知装置 B ◎ ２

工業用テレビ装置 B ◎ ２

清掃設備 雑用空気圧縮機 A ◎ ２

備考設備名 機　器　名 重要度
（A・B・C)

保全方式
健全度

（１・２・３・４）

電
気
設
備

計
装
設
備

給
排
水
設
備

再
生
設
備

搬
出
設
備

集
塵
設
備

搬
送
設
備
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５）整備方針  

当 不 燃 ご み 処 理 施 設 は 、 当 初 の 稼 働 か ら ２ ３ 年 が 経 過 し て お り 、  

主要設備・機器の老朽化が進んでいる。  

従って、今後は、 表５－４－１ に示した重要度・ 保全方式 ･健全度

評価に基づき更新や補修の優先順位を検討し、計画的に実施すること

で不具合を事前に防止する。また、主要構造部についても適時更新や

修繕を実施することで施設の老朽化を防止し、計画されている新施設

稼働まで本施設の処理機能を維持していくこととする。具体的には主

要設備である竪型破砕機の部分更新などが主なものである。  

 

６）整備スケジュール  

主要設備・機器の重要度や保全方式、健全度の評価結果や維持補修

履歴及びプラントメーカーへのヒアリング調査結果等を考慮し、今後

の整備スケジュールを計画する。  

主要設備・機器の整備スケジュールは、表 ５－５－１に示すとおり

である。  

なお、今回作成した主要設備・機器の整備スケジュールについては、

今後の修繕実施状況や機器の状態を確認しながら、適宜見直しを行う

ものとする。  
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表５－５－１  主要設備・機器の整備スケジュール  

  

設　備　名 項       　目　
2020年度

(R2)
2021年度

(R3)
2022年度

(R4)
2023年度

(R5)
2024年度

(R6)
2025年度

(R7)
2026年度

(R8)
2027年度

(R9)
2028年度

(R10)

破砕機用反転ハンマー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　小　　計 4,000 3,683 3,681 3,681 3,681 3,681 3,681 3,681 3,681

機器消耗部品交換 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整備・点検等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

電動機オーバーホール

ローターディスク 〇 (製作) 〇(取替)

ボディライナー 〇

ライナーボルト 〇

ディスチャージライナー

ベースウェアプレート

コーンライナー 〇

排出シュート 〇

爆風放散口補修 〇

　　　小　　計 52,000 47,000 34,000 12,000 45,000 29,000 29,000 29,000 29,000

機器消耗部品交換 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整備・点検等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　小　　計 2,000 1,500 3,500 2,168 2,700 2,300 3,700 3,400 2,400

機器消耗部品交換 〇 〇 〇

整備・点検等 〇 〇 〇

　　　小　　計 600 1,500 0 0 0 6,300 0 0 0

機器消耗部品交換

整備・点検等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　小　　計 1,000 800 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

機器消耗部品交換 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整備・点検等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　小　　計 1,000 750 1,000 1,000 500 500 500 500 500

機器消耗部品交換 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整備・点検等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　小　　計 1,000 600 900 3,000 900 900 1,100 900 900

機器消耗部品交換 〇

整備・点検等 〇

　　　小　　計 0 0 0 0 0 600 0 0 0

機器消耗部品交換 〇 〇 〇 〇

整備・点検等

　　　小　　計 0 2,000 500 0 4,000 1,500 0 4,500 0

機器消耗部品交換

整備・点検等 〇

　　　小　　計 0 0 0 0 500 0 0 0 0

機器消耗部品交換 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整備・点検等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　小　　計 1,000 1,000 1,000 1,000 1,500 2,000 1,500 1,800 1,500

機器消耗部品交換 〇

整備・点検等 〇

　　　小　　計 0 0 0 0 0 4,200 0 0 0

破砕系受入供給CV インバータ更新 700

ビン類選別系受入供給CV インバータ更新 700

中央監視操作盤 シーケンサ・ITV更新 7,268

可燃ガス検知器 点検整備 300 300 300 300 350 350 350 350 350

コンベヤ設備 修　繕 366

雑用空気圧縮機 点検整備 500 550 500 500 640 640 640 640 640

その他修繕 各設備小規模修繕 600 1,000

　　　小　　計 1,400 2,216 9,468 800 990 990 990 990 990

64,000 61,049 55,049 24,649 60,771 52,971 41,471 45,771 39,971
※コンサルタント委託費含まず

選別用送風機

整備費用　合計（単位：千円)

サイクロン

ペットボトル・
プラスチック
容器減容機

脱臭装置

振動コンベア

バグフィルタ

磁　選　機

粒度選別機

アルミ選別機

部　品　費

竪型破砕機

粗破砕機
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６  整備費の検討  

 

１）  補修費の実績と将来における補修費の計画  

近年の補修費の実績及び本計画における補修費の見込みは、表６

－１－１及び図６－１－１に示すとおりである。  

 

表６－１－１  補修費の実績と計画  

 

※  現 施 設 建 設 費 ： 1,7 07, 2 3 2 千 円  

  

経過年数 各年度（%） 累計（%）

H9 1 557 0.033 0.033

H10 2 824 0.048 0.081

H11 3 7,628 0.447 0.528

H12 4 19,733 1.156 1.684

H13 5 25,700 1.505 3.189

H14 6 31,584 1.850 5.039

H15 7 29,297 1.716 6.755

H16 8 10,305 0.604 7.359

H17 9 46,409 2.718 10.077

H18 10 58,737 3.440 13.517

H19 11 36,607 2.144 15.661

H20 12 45,984 2.693 18.354

H21 13 65,499 3.837 22.191

H22 14 49,198 2.882 25.073

H23 15 49,553 2.903 27.976

H24 16 63,039 3.692 31.668

H25 17 57,817 3.387 35.055

H26 18 52,485 3.074 38.129

H27 19 59,635 3.493 41.622

H28 20 60,957 3.571 45.193

H29 21 48,555 2.844 48.037

H30 22 53,587 3.139 51.176

R元 23 51,501 3.017 54.193

R2 24 60,000 3.514 57.707

R3 25 61,049 3.576 61.283

R4 26 55,049 3.224 64.507

R5 27 24,649 1.444 65.951

R6 28 60,771 3.560 69.511

R7 29 52,971 3.103 72.614

R8 30 41,471 2.429 75.043

R9 31 45,771 2.681 77.724

R10 32 39,971 2.341 80.065

年　度 補修費
（千円/年）

建設費に対する補修費の割合

計
画
値

実
績
値
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図６－１－１  補修費の実績と計画  

 

 

７  二酸化炭素排出量削減の検討  

 

本計画においては、二酸化炭素排出量の削減に直接的に結びつくよう

な機器の更新、交換等は計画していない。しかしながら、二酸化炭素排

出 量 の 削 減 を 行 う こ と は 重 要 な こ と で あ り 、 今 後 施 設 の 維 持 管 理 を 行

っていく中で、二酸化炭素排出量の削減効果が期待できる機器の更新、

交 換 が 発 生 し た 場 合 に は 、 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 に 寄 与 す る 性 能 を 備 え た

ものを導入することについて検討を行うこととする。  
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